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記
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期
間
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を
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致
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��
※
癖
天
壁
中
雛
の
天
井

か
れ
て
お
り
ま
す
．

●
嬬
胤
、
初
巳
臆
は
護
蕊
術
祷
を
行
い
ま
す
。

●
隔
胤
に
一
礎
の
甲
子
腱
は
護
嘩
祈
祷
聯
》
行
い
樅
す
【

●
本
牟
の
秋
�

十
月
三
十

●
巳
”
日
に
総
日
祈
梼
一
通
常
、
狗
巳
は
十
時
、
そ
の
他
は
十
一
一
時
一
を

行
い
き
す
。
〈
毎
月
：
�
獅
己
、
’
一
の
園

隔
胤
：
二
一
の
巳
）

●
正
胤
に
は
汲
月
祈
祷
に
和
、
え
砿
画
紙
に
よ
る
聯
中
七
編
沖
朱
印

巡
り
｛
元
旦
～
一
胤
十
日
）
が
ご
ぎ
い
ま
す
．

●
縁
卒
九
月
←
一
の
巳
の
圏
に
は
《
巳
成
総
大
祭
一
が
催
さ
淑
ま
す

今
年
は
九
月
十
画
周
一
土
一
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
巳
成
金
大
祭

は
年
に
一
蝋
の
御
鮒
帳
の
日
で
す
．
己
成
金
隈
定
の
小
判
守
り

福
財
布
”
輔
祷
札
鰯
授
与
が
ご
ざ
い
炎
す
。

巳
成
金
大
祭
り
王
鞭
ご
利
綴
は
一
金
蝋
招
来
一
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
大
礎
混
み
今
い
ま
す
の
で
祈
祷
札
・
紳
守
り
”
ご
予
約

を
お
薦
め
い
た
し
ま
す
．
ご
予
約
は
八
月
上
旬
か
。
ｂ
磯
付
を
鯛

始
い
た
し
識
す
”

巳
成
金
大
撚
当
日
徽
巴
成
畿
特
別
獅
蝋
印
（
繩
の
み
）
‐
の
綬
舟

も
ご
ざ
い
主
す
、

●
七
月
～
八
月
に
か
け
て
不
忍
池
の
蓮
の

ま
す
。
蓮
の
�
花
は
午
前
中
に
花
を
闘
斑
』

す
の
で
、
午
前
中
に
お
参
り
さ
れ
ま
す

不
愁
池
を
ご
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

●
嬬
聯
浴
酒
特
職
折
祷
秘
・
法
供
（
春
ど
激
｝
一
回
）
を
行
い
ま
す
」

本
琳
の
森
の
浴
酒
析
捲
は
典
胤
日
十
七
一
ｋ
）
～

←
一
十
四
日
（
火
）
に
行
い
ｆ
す
”

溶
漁
祈
祷
の
主
鞍
ご
刺
益
は
典
穀
賞
繍
�
福
総
門
満
・
大
願
渦

就
と
な
り
班
す
．

浴
澗
祈
祷
恥
の
お
申
込
み
は
ど
な
た
て
も
お
申
込
み
で
き
ま
す

主
た
、
溶
溺
月
の
み
縦
与
さ
敵
る
御
守
り
や
、

一
＃
賀
稗
玉
一
の
獅
紫
印
（
紙
の
み
》
も
ご
ｆ
い
ま
す
。

●
二
一
鰯
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
が
け
不
測
池
の
蝉
の
桜
が
満
開
と

な
り
ま
す
”

－御
鼠
軽
に
お
問
い
今
わ
せ
く
だ
さ
い

不
忍
池
舞
久
蟹

電
話
０
３
（
３
俶
２
１
）
４
編
３
８

一
F君不

悠
池
大
蝋
堂
の
、
蕊
な
荷
＊

そ
の
他
の
崎
期
の
辮
天
鴬
に
つ
い
て

不
懲
池
獅
天
堂

令
鞭
、
一
ハ
年
幟
月
～
九
月
”
催
１
幕
）

の
潅
酒
浴
潤
特
別
赫
祷
秘
法
供
は
�
�

一
日
（
水
）
～
十
当
月
七
日
｛
木
一
の
七
日
間
と

は
児
玉
琳
萱
画
伯
に

是
非
ご
篭
く
だ
さ
い

L ‐ 」

花
が
大
変
見
頃
と
＃
り

午
後
に
は
蕾
腫
腐
り
ま

と
、
蕊
Ｌ
い
蓮
の
花
の

よ
ふ
雄
津
な
髄
が

LJ

捕 �
�

蹴
り
ま
す
。
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